
論文 各種使用材料が設計基準強度 200 N/mm2 級超高強度コンクリートの

基礎物性に及ぼす影響に関する研究

篠原 佳代子*1・古川 雄太*1・大岡 督尚*2 

要旨：超高強度コンクリートの開発にあたり，セメント，シリカフューム，骨材，化学混和剤および鋼繊維の

種類などがコンクリートの基礎物性に及ぼす影響について実験的に検討した。その結果，設計基準強度 200 

N/mm2 に対応可能なセメント，シリカフュームおよび骨材は限定されること，鋼繊維の種類によっては，ト

ラックアジテータへの投入を模擬した実験でファイバーボールが形成され均一に分散しないことが明らかと

なった。また，本検討範囲では，40 ℃の水中で養生した供試体の圧縮強度が材齢 28 日で 200 N/mm2 を超える

ことを確認し，設計基準強度 200 N/mm2 に対応可能な調合設計を確立した。
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1. はじめに

近年，鉄筋コンクリート造建築物の超高層化に伴い，

コンクリートに要求される圧縮強度（設計基準強度）は

飛躍的に大きくなっている。また，細径の柱が意匠的に

好まれたり，空間の有効利用を目的として採用されたり

と，コンクリートの高強度化の必要性が高まっている。

設計基準強度が 200 N/mm2以上のコンクリートに関す

る研究については，既にいくつか報告されている 1），2）。

しかし，これらの研究では，セメントをはじめとした使

用材料がコンクリートの基礎物性に及ぼす影響について

報告されているものの，各研究で使用材料や検討項目が

異なるため，基礎データが十分であるとはいえず，更な

るデータの蓄積が必要である。

本研究は，セメント，シリカフューム，骨材，化学混

和剤および鋼繊維の種類，さらには鋼繊維の添加量およ

び投入方法が，コンクリートのフレッシュ性状や強度等

に及ぼす影響について実験的に検討したものである。

2. 実験計画

表－1 に実験の因子と水準を，表－2 に試験項目を示

す。実験は 2 つのフェーズに分けて実施した。フェーズ

Ⅰではセメント，シリカフューム，骨材，化学混和剤お

よび鋼繊維の種類がコンクリートのスランプフロー，空

気量および圧縮強度に及ぼす影響について検討し，その

結果から，良好なフレッシュ性状を有し，設計基準強度

200 N/mm2 に対応可能な材料を選定した。フェーズⅡで

は，フェーズⅠの結果をもとに，鋼繊維を 2 種類，添加

量を 3 水準として，スランプフロー，空気量，圧縮強度，

静弾性係数，割裂引張強度および曲げ強度に及ぼす影響

について検討した。なお，鋼繊維はコンクリートの脆性

破壊の防止を目的として添加しており，効果を確認する

ために曲げタフネスも併せて測定した。本研究における

供試体は，脱型以降，試験を行う材齢 28 日まで 40 ℃の

水中で養生した。既往の研究 3）において，40 ℃温水養生

を継続することで構造体強度と同程度の強度を得られる

とされていることから，本研究でもこの方法を採用した。 

表－3 に使用材料を示す。セメントはいずれもシリカ
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表－1 実験の因子と水準 
フェーズ 因子 水準

Ⅰ

セメントの種類 3 種類 
シリカフュームの種類 3 種類 

骨材の種類 4 種類 
化学混和剤の種類 2 種類 
鋼繊維の種類 4 種類 

鋼繊維の添加量＊ 0 vol%，0.5 vol%， 
1.0 vol% 

Ⅱ

鋼繊維の種類 2 種類 

鋼繊維の添加量＊ 0 vol%，0.5 vol%， 
1.0 vol% 
＊外割混合

表－2 試験項目 
フェーズ 試験項目 試験方法

Ⅰ

スランプフロー JIS A 1150 
空気量 JIS A 1128 
圧縮強度 JIS A 1108 

Ⅱ

スランプフロー JIS A 1150 
空気量 JIS A 1128 
圧縮強度 JIS A 1108 

静弾性係数 JIS A 1149 
割裂引張強度 JIS A 1113 
曲げ強度

曲げタフネス
JCI-SF4 
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フューム混合セメントであり，別項のシリカフュームは

これに追加混合するものである。骨材は，首都圏の工場

で調達可能かつ高強度コンクリート（Fc100 N/mm2程度）

で実績のあるものから選定した。 

 

3. フェーズⅠ 実験結果と考察 
3.1 フェーズⅠ－1 結合材および化学混和剤の選定 
 表－4 に調合，フレッシュ性状および硬化性状を示す。

なお，本検討ではスランプフロー（180 秒経過時）75±5 

cm，空気量 1.0±1.0 %，材齢 28 日における圧縮強度 200 

N/mm2以上を目標性能と設定した。また，骨材はすべて

S1，G1 を使用した。化学混和剤の添加量については，事

前の検討の結果，過多であると分散効果が鈍くなり強度

発現が著しく低下する可能性が考えられたことから，影

響がないと考えられる範囲の上限値で一定とした。 

図－1 にスランプフローおよび空気量試験結果を示す。

これは化学混和剤をすべて SP1 としたときの結果である。

セメントの種類で比較すると，シリカフュームの種類が

同じ場合，C1，C2，C3 の順にスランプフローが大きく

なり，流動性の観点からは，C3 が最も良好な結果を示し

た。また，シリカフュームの種類で比較すると，いずれ

のセメントを使用した場合も，SF1，SF3，SF2 の順にス

ランプフローが大きくなった。目標性能であるスランプ

フロー75±5 cm を満足するのは，セメントを C3 とし，シ

リカフュームを SF2 または SF3 とした場合であった。 

また，セメントが C2 または C3 であれば，いずれのシ

リカフュームを用いても空気量 1.0±1.0 %を満足する結

果となった。セメントを C1 とした場合，スランプフロ

ーが小さいこともあり，消泡剤の添加量を増やしても空

気量の低減は認められず，空気量 1.0±1.0 %を満足させる

ことは困難であった。 

 図－2 に材齢 28 日における圧縮強度試験結果を示す。

表－4 調合，フレッシュ性状および硬化性状（フェーズⅠ－1） 

調合記号 
W/B 
(%) 

G かさ 

容積 
(m3/m3) 

単位量 (kg/m3) SLF 
(cm) 

Air 
(%) 

C.T. 
(℃) 

σ28 
(N/mm2) W C1 C2 C3 SF1 SF2 SF3 S1 G1 SP1 SP2 Ad 

C1×SF1 12.5 0.500 155 1116 ― ― 124 ― ― 274 795 24.8 ― 2.48 36.5 3.9 23 138 
C1×SF2 12.5 0.500 155 1116 ― ― ― 124 ― 274 795 24.8 ― 2.48 64.5 4.6 23 148 

C1×SF3(SP1) 12.5 0.500 155 1116 ― ― ― ― 124 274 795 24.8 ― 2.48 59.0 4.6 24 156 
C1×SF3(SP2) 12.5 0.500 155 1116 ― ― ― ― 124 274 795 ― 24.8 2.48 63.5 4.2 24 158 

C2×SF1 12.5 0.500 155 ― 1116 ― 124 ― ― 299 795 24.8 ― 1.24 53.5 2.0 23 152 
C2×SF2 12.5 0.500 155 ― 1116 ― ― 124 ― 299 795 24.8 ― 1.24 67.5 1.6 23 159 

C2×SF3(SP1) 12.5 0.500 155 ― 1116 ― ― ― 124 299 795 24.8 ― 1.24 65.0 1.6 23 171 
C2×SF3(SP2) 12.5 0.500 155 ― 1116 ― ― ― 124 299 795 ― 24.8 1.24 68.5 1.5 25 175 

C3×SF1 12.5 0.500 155 ― ― 1116 124 ― ― 302 795 24.8 ― 1.24 64.5 1.8 23 155 
C3×SF2 12.5 0.500 155 ― ― 1116 ― 124 ― 302 795 24.8 ― 1.24 76.5 1.6 23 162 

C3×SF3(SP1) 12.5 0.500 155 ― ― 1116 ― ― 124 302 795 24.8 ― 1.24 71.0 1.7 23 173 
C3×SF3(SP2) 12.5 0.500 155 ― ― 1116 ― ― 124 302 795 ― 24.8 1.24 74.5 1.7 23 174 

W/B の B は結合材（C＋SF），SLF はスランプフロー（180 秒経過時），Air は空気量，C.T.はコンクリート温度， 
σ28 は 28 日圧縮強度を示す。以降の表も同様である。 

表－3 使用材料 
材料名 記号 物性値・産地等 

セメント 

C1 シリカフューム混合セメント 
密度：2.99 g/cm3 

C2 シリカフューム混合セメント 
密度：3.07 g/cm3 

C3 シリカフューム混合セメント 
密度：3.08 g/cm3 

シリカ 
フューム 

SF1 フェロシリコン起源 
密度：2.2 g/cm3，比表面積：16.3 m2/g 

SF2 ジルコニア起源 
密度：2.2 g/cm3，比表面積：10.8 m2/g 

SF3 ジルコニア起源 
密度：2.2 g/cm3，比表面積：8.6～8.7 m2/g 

細骨材 
（S） 
粗骨材 
（G） 

S1 
G1 

青梅産硬質砂岩 
表乾密度（g/cm3）：S1=2.60，G1=2.65 
実積率：G1=60.0 % 

S2 
G2 

八王子産硬質砂岩 
表乾密度（g/cm3）：S2=2.62，G2=2.65 
実積率：G2=61.0 % 

S3 
G3 

大月産安山岩 
表乾密度（g/cm3）：S3=2.62，G3=2.64 
実積率：G3=60.0 % 

S4 
G4 

桜川産硬質砂岩 
表乾密度（g/cm3）：S4=2.60，G4=2.65 
実積率：G4=61.0 % 

化学 
混和剤 

SP1 ポリカルボン酸エーテル系化合物 
（SP2 は分散性を向上させた改良品） SP2 

消泡剤 Ad ポリアルキレングリコール誘導体 
収縮 
低減剤 

SR 低級アルコールのアルキレンオキシド

付加物 

鋼繊維 

StF1 φ 0.16×13 mm 
ストレート・バラ状 

StF2 φ 0.22×15 mm 
ストレート・バラ状 

StF3 φ 0.38×30 mm 
端部フック・バインド状 

StF4 φ 0.62×30 mm 
端部フック・バインド状 
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セメントの種類で比較すると，シリカフュームの種類が

同じ場合，C1，C2，C3 の順に圧縮強度が大きくなる傾

向がみられた。また，シリカフュームの種類で比較する

と，SF1，SF2，SF3 の順に圧縮強度が大きくなる傾向が

みられた。圧縮強度が特に大きくなるのは，セメントを

C2 または C3 とし，シリカフュームを SF3 とした場合で

あった。 

 図－3 に化学混和剤の種類ごとのスランプフロー試験

結果を示す。SP2 は，SP1 と比較してスランプフローが

3～4 cm 程度大きい値となった。SP2 は初期反応を高め，

セメントの分散性が向上するように改良したものである

ため，スランプフローがより大きくなったものと推察さ

れる。このことから，SP2 は少ない添加量で所定の流動

性を確保することが可能であると考えられる。なお，圧

縮強度への大きな影響は確認されなかった（表－4 参照）。 

以上のように，セメント，シリカフュームおよび化学

混和剤の種類が各物性に及ぼす影響を検討した結果，セ

メントを C3，シリカフュームを SF3，化学混和剤を SP2

とすれば，良好なフレッシュ性状が得られ，圧縮強度が

大きくなることを確認した。 

3.2 フェーズⅠ－2 骨材の選定 
 表－5 に調合，フレッシュ性状および硬化性状を，図

－4 に骨材の組み合わせごとのスランプフロー試験結果

を示す。骨材の種類が異なる場合も，スランプフローに

大きな差はなく，骨材がスランプフローに及ぼす影響は

小さいと考えられる。また，空気量に関しても大きな影

響は認められなかった。 

図－5 に骨材の組み合わせごとの圧縮強度試験結果を

   
図－1 スランプフローおよび空気量 

（フェーズⅠ－1） 
図－2 圧縮強度 

（フェーズⅠ－1） 
    図－3 スランプフロー 

         （フェーズⅠ－1） 
 

0

1

2

3

4

5

6

30

40

50

60

70

80

90

空
気

量
（

%
）

ス
ラ

ン
プ

フ
ロ
ー
（

cm
）

スランプフロー 空気量

SF1 SF2 SF3
C1

SF1 SF2 SF3
C2

SF1 SF2 SF3
C3

化学混和剤：SP1

0

50

100

150

200

250

圧
縮

強
度

（
N

/m
m

2 ）

SF1 SF2 SF3
C1

SF1 SF2 SF3
C2

SF1 SF2 SF3
C3

30

40

50

60

70

80

90

C1×SF3 C2×SF3 C3×SF3

ス
ラ
ン
プ
フ
ロ
ー
（

cm
） SP1 SP2

表－5 調合，フレッシュ性状および硬化性状（フェーズⅠ－2） 

調合記号 
W/B 
(%) 

G かさ容積 
(m3/m3) 

単位量(kg/m3) 添加量 SLF 
(cm) 

Air 
(%) 

C.T. 
(℃) 

σ28 
(N/mm2) W C3 SF3 S1 S2 S3 S4 G1 G2 G3 G4 SP2 Ad StF1 

S1×G1 12.5 0.500 155 1116 124 302 ― ― ― 795 ― ― ― 24.8 1.86 0.5 vol% 74.5 1.7 23 174 
S2×G2 12.5 0.500 155 1116 124 ― 292 ― ― ― 808 ― ― 24.8 1.86 0.5 vol% 75.5 1.6 23 184 
S3×G3 12.5 0.500 155 1116 124 ― ― 305 ― ― ― 792 ― 24.8 1.86 0.5 vol% 73.5 1.6 24 204 
S4×G4 12.5 0.500 155 1116 124 ― ― ― 289 ― ― ― 808 24.8 1.86 0.5 vol% 73.0 1.6 23 209 

 

  
  図－4 スランプフロー（フェーズⅠ－2）    図－5 圧縮強度（フェーズⅠ－2） 
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表－6 調合，フレッシュ性状および硬化性状（フェーズⅠ－3） 

調合記号 
W/B 
(%) 

G かさ容積 
(m3/m3) 

単位量(kg/m3) 添加量(vol%) SLF 
(cm) 

Air 
(%) 

C.T. 
(℃) 

σ28 
(N/mm2) W C3 SF3 S4 G4 SP2 Ad StF1 StF2 StF3 StF4 

１StF1１ 12.5 0.500 155 1116 124 289 808 22.3 1.86 0.5 ― ― ― 71.5 1.6 23 205 
１StF2１ 12.5 0.500 155 1116 124 289 808 22.3 1.86 ― 0.5 ― ― 70.5 1.8 23 206 
１StF3１ 12.5 0.500 155 1116 124 289 808 22.3 1.86 ― ― 0.5 ― 73.5 1.5 22 202 
１StF4１ 12.5 0.500 155 1116 124 289 808 22.3 1.86 ― ― ― 0.5 72.5 1.4 23 208 
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示す。図より，200 N/mm2 以上の圧縮強度となるのは，

S3 と G3 または S4 と G4 の組み合わせであり，200 N/mm2

以上の強度が必要な場合，骨材の選定が重要であること

を確認した。 

3.3 フェーズⅠ－3 鋼繊維の選定 
 表－6 に調合，フレッシュ性状および硬化性状を，図

－6 にスランプフロー試験結果を示す。StF1 および StF2

は繊維径が小さいため，同一添加量（vol%）でも繊維本

数が増えることから StF3 や StF4 よりもスランプフロー

が小さくなることが想定されたものの，図－6 に示すよ

うにスランプフローに大きな差は認められない結果とな

った。これは，前述のセメント，シリカフュームおよび

化学混和剤の選定結果により，スランプフロー75±5 cm

を満足する材料選定ができており，高い流動性の範囲で

は，鋼繊維の本数による流動性の低下の影響はごく小さ

いものであったためと推察される。 

図－7 に各鋼繊維を使用したコンクリートの圧縮強度

試験結果を示す。全ての鋼繊維で 200 N/mm2以上の圧縮

強度となった。各調合間で流動性に開きがないことから，

円柱形型枠への充填性，ひいては圧縮強度の発現におい

ても大きな差は生じなかったものと考えられる。 

前述の結果は，高い撹拌能力を有する強制二軸ミキサ

を用いた場合における比較検討によるものであった。し

かしながら，実際の製造を想定した場合，バッチャープ

ラントの強制二軸ミキサへ鋼繊維を投入すると他のコン

クリートの出荷を制限する必要が生じる。さらに，鋼繊

維投入終了後は鋼繊維の除去にミキサの洗浄が必要であ

り，多大な労力を要する。このため，鋼繊維の添加はミ

キサではなく，トラックアジテータのドラムで行うこと

が望ましい。そこで，写真－1 に示すトラックアジテー

タのドラム形状を模擬した傾胴型ミキサで，鋼繊維の投

入方法および撹拌状況を確認することとした。使用した

傾胴型ミキサの容量は 100 L である。 

検討に使用した鋼繊維は StF1，StF2，StF3 および StF4

の 4 種類とし，添加量は 0.5 vol%および 1.0 vol%の 2 水

準とした。なお，調合条件は表－6 と同一であり，鋼繊

維の添加量のみを変化させた。また，鋼繊維の投入方法

は，実際のトラックアジテータのドラムへの投入を想定

し，ミキサの回転は止め，波板を使用して滑らすように

所定量を一ヶ所に投入した。撹拌時間は 90 秒から 120 秒

を標準とした。攪拌後，一部の鋼繊維および添加量にお

いて目視によりファイバーボールが認められた。この場

合に限り，計 5 分程度経過するまで追加で撹拌を行った

が，ファイバーボールが分散することはなかった。鋼繊

維の種類と添加量によるファイバーボールの有無を表－

7 に示す。ファイバーボールが確認されたのは，バラ状

の鋼繊維を使用した StF1-0.5，StF1-1.0 および StF2-1.0 で

あった。ファイバーボールは鋼繊維とコンクリートが混

ざる前に鋼繊維どうしが絡まることで生じており，その

結果，写真－2 に示すようにファイバーボール内部には

 
写真－1 傾胴型ミキサ 

 
表－7 ファイバーボールの有無（フェーズⅠ－3） 

鋼繊維の種類 添加量 ファイバーボールの 
有無 

StF1 
0.5 vol% 有 
1.0 vol% 有 

StF2 
0.5 vol% 無 
1.0 vol% 有 

StF3 
0.5 vol% 無 
1.0 vol% 無 

StF4 
0.5 vol% 無 
1.0 vol% 無 

 

  
a）ファイバーボールの外観    b）ファイバーボールの内部 

写真－2 ファイバーボール 
 

  
  図－6 スランプフロー（フェーズⅠ－3）    図－7 圧縮強度（フェーズⅠ－3） 
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セメントペーストが付着していないことが確認できた。

なお，バラ状の鋼繊維のうち StF2-0.5 ではファイバーボ

ールの形成は認められなかったが，単位容積あたりの繊

維の本数が少なかったことが一因であると考えられる。

一方，バインド状の鋼繊維である StF3 および StF4 は，

数十本の束になった鋼繊維がコンクリートとの混錬中に

分散する仕様であり，ファイバーボールを形成すること

なくコンクリートと混錬することができた。 

以上より，本検討範囲では，鋼繊維の種類が異なるこ

とによってスランプフローや圧縮強度に及ぼす影響は小

さかったが，トラックアジテータのドラムへの投入を模

擬した実験において，StF1 および StF2 ではファイバー

ボールが形成され，コンクリート内に均一に分散しない

ケースがあることを確認した。 

 

4. フェーズⅡ 実験結果と考察 
4.1 鋼繊維の添加量の検討と収縮低減剤の効果 
フェーズⅡでは，フェーズⅠの結果を踏まえ，セメン

ト，シリカフューム，化学混和剤，細骨材および粗骨材

をそれぞれ C3，SF3，SP2，S4 および G4 とし，鋼繊維

の種類は分散性を考慮して StF3，StF4 の 2 水準，添加量

は 0 %，0.5 %，1.0 %の 3 水準として，力学的性状等につ

いてさらに詳しく実験を行った。なお，自己収縮ひずみ

によるひび割れの低減に配慮して収縮低減剤を添加した

調合とした。添加量は既往の研究 4）を参考にして定めた。 

表－8 に調合，フレッシュ性状および硬化性状を，図

－8 にスランプフロー試験結果を示す。鋼繊維の種類，

添加量に関わらず，目標性能であるスランプフロー75±

5 cm かつ空気量 1.0±1.0 %を満足した。ただし，StF4 の

添加量を 1.0 vol%とした場合は，添加量の少ない 0.5 vol%

とした場合と比較してスランプフローが 4.5 cm小さくな

った。 

図－9 に圧縮強度試験結果を示す。いずれも平均で 200 

N/mm2以上の強度を発現した。標準偏差が比較的小さく，

安定した試験結果を得られた StF3 0.5 vol%が最も高い値

となった。 

図－10 に静弾性係数と圧縮強度の関係を示す。日本建

築学会｢建築工事標準仕様書・同解説 JASS 5 鉄筋コンク

表－8 調合，フレッシュ性状および硬化性状（フェーズⅡ） 

調合記号 
W/B 
(%) 

G かさ容積 
(m3/m3) 

単位量(kg/m3) 添加量(vol%) SLF 
(cm) 

Air 
(%) 

C.T. 
(℃) 

σ28 
(N/mm2) W C3 SF3 S4 G4 SP2 Ad SR＊ StF3 StF4 

N 12.5 0.500 155 1116 124 289 808 24.8 1.86 10 ― ― 76.0 1.6 26 203 
StF3 0.5 vol% 12.5 0.500 155 1116 124 289 808 24.8 1.86 10 0.5 ― 75.0 1.5 27 223 
StF4 0.5 vol% 12.5 0.500 155 1116 124 289 808 24.8 1.86 10 ― 0.5 78.5 1.5 27 205 
StF4 1.0 vol% 12.5 0.500 155 1116 124 289 808 24.8 1.86 10 ― 1.0 74.0 1.3 27 205 

＊SR は練り混ぜ水の一部と置換    

 

   
図－8 スランプフロー     

（フェーズⅡ）      
図－9 圧縮強度       

（フェーズⅡ）     
図－10 静弾性係数と圧縮強度の    

関係（フェーズⅡ）      

   
図－11 割裂引張強度（フェーズⅡ） 図－12 曲げ強度（フェーズⅡ）  図－13 曲げタフネス（フェーズⅡ） 
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リート工事｣5）では，静弾性係数ついて，式（1）（以下，

New RC 式）で計算される値を基準として評価を行うこ

ととしている。実験値はいずれも New RC 式で計算され

る値に概ね沿う結果となり，本式による評価が可能であ

ることを確認した。なお，γ=2.5，k1=1.0，k2=0.95 として

計算した。

𝐸𝐸 = 𝑘𝑘1 × 𝑘𝑘2 × 3.35 × 104 × � 𝛾𝛾
2.4
�
2

× �𝜎𝜎𝑏𝑏
60
�
1 3⁄

 （1） 

𝐸𝐸 ：コンクリートのヤング係数（N/mm2） 

γ ：コンクリートの単位体積質量（t/m3） 

𝜎𝜎𝑏𝑏：コンクリートの圧縮強度（N/mm2） 

𝑘𝑘1 ：粗骨材の種類により定まる修正係数 

𝑘𝑘2：混和材の種類により定まる修正係数 

図－11 に割裂引張強度試験結果を，図－12 に曲げ強

度試験結果を示す。割裂引張強度，曲げ強度のどちらに

おいても，鋼繊維の種類および添加量による明確な差は

認められなかった。割裂引張強度および曲げ強度に影響

を及ぼす要因として，ベースとなるコンクリートの力学

的物性が支配的であったものと考えられる。

図－13 に曲げタフネス試験結果を示す。また，図－14
に代表的な供試体の曲げタフネス試験時の荷重とたわみ

の関係を示す。鋼繊維を添加した供試体は，添加してい

ない供試体と比較して，曲げタフネスが大幅に向上した。

StF4 1.0 vol%が最も大きく，本検討範囲では，鋼繊維の

添加量が多いほどエネルギー吸収能が高くなることを確

認した。既往の研究においては，鋼繊維の本数が多い方

が単位体積あたりの付着面積が大きいことから，引き抜

きに対する抵抗性が増して曲げタフネスが増加すると考

察されている 6）。このことから，本実験においても同一

添加量の StF3 0.5 %と StF4 0.5 %では鋼繊維の本数が多

い StF3 0.5 %の方が曲げタフネスが大きくなると想定さ

れたが，結果としてStF4 0.5 %の方が大きい値となった。

破壊断面における鋼繊維の量や配向は供試体によって偏

りがあると考えられ，精査のためにはより多くのデータ

を蓄積する必要がある。

5. まとめ

超高強度コンクリートの開発にあたり，使用材料がコ

ンクリートの基礎物性に及ぼす影響について実験的に検

討し，以下の結果を得た。

1） セメント，シリカフュームの組み合わせを C3，SF3

とすることで，スランプフロー75±5 cm かつ空気量

1.0±1.0 %を満足し，他の組み合わせよりも高い圧

縮強度を発現した。

2） 化学混和剤を SP2 とすることで，SP1 とする場合よ

りも高い流動性が得られた。

3） 細骨材と粗骨材を S3 と G3 または S4 と G4 とする

ことで，200 N/mm2以上の圧縮強度を発現した。

4） 鋼繊維を StF1 または StF2 とした場合，トラックア

ジテータへの投入を模擬した実験において，ファイ

バーボールが形成され，コンクリート内に均一に分

散しないケースがあった。

5） 鋼繊維の添加量が多いほど，曲げタフネスは大きく

なった。
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図－14 荷重とたわみの関係（フェーズⅡ） 
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